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1 は じ め に

東北農業試験場稲育種研究室では,新形質・超多収プロ

ジェクト研究の一環として,通常の炊飯用米とは異なる様々

な米特性を備えた品種・系統の育成を行っており,こ れま

でに超多収品種のふくひびきや,低アミロース系統の奥羽

344号などを育成 してきた。今回,そ れらの一つである紫

黒襦品種「朝紫」力`新しく命名登録されたので,こ こに本

品種の主要特性及び栽培上の留意点等を紹介する。

2育 成 の 経 過

朝紫 (旧系統名 :奥羽襦3狛号)は ,1984年に熱帯農業

研究センター沖縄支所において,タ ツミモチを母とし,パ

リ島在来の紫黒米品種 BP-1(品 種名不詳の糎種)を父

として最初の交配を行い,翌1985年 に宮城県古川農試にお

いて,そのFlを 母とし,中部襦57号 (後のココノエモチ)

を父として二回目の交配を行い,さ らに1988年 に東北農業

試験場水田利用部において,そ の後代の F`東濡396を母と

し,奥羽331号 (後のふくひびき)を 父として三度目の交

配を行い,その後代から育成された紫黒襦品種である。

1993年 に雑種第 7代より奥羽襦349号の系統名で一部の県

に配布し,地域適応性を検討するとともに,新形質米プロ

ジェクト研究の中で加工・利用適性を検討してきたもので
,

1996年 (F10)に朝紫 (水稲農林濡343号)と 命名された。

3形 態 的 特 性

朝紫は,稗長はヒメノモチ並の中長繹で,穂長はヒメノ

モチより短く,あ きたこまち並の短,穂数はヒメノモチ並

で,草型は中間型である。止葉の立ち方も中程度である。

得の大さ・稗長とも,あ きたこまち並の中である。粒着密

度はやや密で,紫色の短きを少程度生じ,ふ先色は紫,脱

粒性は難である。頴色は一般品種と同様に黄自であるが
,

成熟期には玄米の果皮の暗紫色が映り,紫色にみえる。そ

のほか,全生育期間を通 して,葉縁,葉鞘,稗 ,節 ,葉舌

など稲体の様々な部位が紫色を呈 し,一般の品種とtま 容易

に区別が出来る。

脱粒性        難    難    難

耐倒伏性       中   やや弱  やや弱

穂発芽性       中    易   やや難

耐冷性       やや弱   中   やや強

いもち病真性抵抗性  P,― α   P'一 た  P′―α,j

葉いもち

穂いもち

白葉枯病       弱    弱   やや弱

縞葉枯病      罹病性  罹病性  罹病性

強    強    中

弱    強   やや弱

熟 期

草 型

出穂期 (月 日)   808
成熟期 (月 日)   922
澤 長 (側)     84
穂 長 (側)    174
穂 数 (本/株)  316
者の多少・長短   少・短

8、先色        紫

中間型 偏穂重型

807
921
86

179
317

稀・短

黄 自

偏穂数型

808
920
83

178
385

極少・ 極短

黄 白

535
99

218

玄米病 (kg/a)  438
同 L標準比 (%)   81

539
llXl

玄米千粒重 (g)  190   223
玄米の色・ 品質   紫黒42  白37  透明41

餅の食味      上 下  上 中   ―

4生 態 的 特 性

朝紫は出穂期・成熟期ともあきたこまち,ヒ メノモチと

ほぼ同じかやや晩く,育成地では早生の晩に属する橋種で

ある。耐倒伏性は,あ きたこまち,ヒ メノモチ並かやや強

い中である。

いもち病真性抵抗性遺伝子型は,サ サニシキと同じく

2-α を持つと推定され,葉いもちに対する圃場抵抗性は
,

育成地における畑晩播検定 (優先レースは007と 推定)結

果では,P'一 αを持ち抵抗性が強の トヨニツキと同程度で

あることから,強と判定される。また,穂いもちに対する

圃場抵抗性は,育成地における検定結果 (優先レースは007

と推定)では,ササニンキ並の弱と判定される。自葉枯病

に対する圃場抵抗性は,ヒ メノモチ並の弱で,縞葉枯病に

は罹病性である。

穂発芽性は,やや易のアキヒカリとやや難のあきたこま

表 1 朝紫の主要特性一覧 (育成地1992～ 1995)

ヒメ/モ チ あきたこまち
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ちとの中間であることから,中 と判定される。障害型冷害

に対する抵抗性は,育成地における恒温深水法による穂ば

らみ期耐冷性の検定結果では,ヒ メノモチよりやや弱 く,

アキヒカリ,キ ヨニンキ並のやや弱と判定される。

収量性はヒメノモチより10～ 20%低 い。

5 品質・成分・加工利用特性

朝紫の玄米の長さはヒメノモチと同程度かやや長く,幅
及び厚さはそれよりやや小さいので,粒形はやや細長であ

る。粒大,粒重とも,ヒ メノモチ,あ きたこまちより小さ

く,小である。

玄米は果皮がアントシアン系の暗紫色を呈する。これは

朝紫の重要な特徴である。ただし,高温条件下で登熟する

と暗紫色がやや薄くなり,玄米の腹部が部分的に茶色を帯

びるため紫黒米としての評価は低下する。

禍精歩合は完全嶋精の場合,ヒ メノモチよりやや低 く,

掲精に要する時間はヒメノモチと同程度である。完全に鶴

精 しても果皮の色が精米に付着して紫色を帯びるが,水洗

すると一般の濡品種と同様に自色になる。完全梶精 した際

の米飯の物理性,ア ミログラム特性,餅生地の物性などは

通常の襦品種と大差ない。

本品種の餅の食味は,ヒ メノモチに比べやや粘りが弱い

が,腰の強さ,舌ぎわりは同程度で,総合的にはヒメノモ

チ並かやや劣る (表 2)。

表 2 餅の食味試験成績

係続名堺

朝紫 薄紫 -048* -033 -010 -029-029
注 基準品種 :ヒ メノモチ (外観は自)

朝紫は鶴精歩合85%程度 (若千色が残る)

家庭用餅つき機で伸 じ餅を作り,2時間後に試食

表4 玄米の機能性成分 (農業研究センター・稲育種研究室)

7～ 8分禍きにして,紫色の果皮を少し残 した米を炊い

たり蒸したりすると,炊飯米全体が紫色に着色する。その

色の濃淡は掲精の程度による。また一般の自米に本品種の

玄米を少量混合して炊飯しても,同様に炊飯米全体が紫色

を帯びる。

果皮の色素含量は年次により異なり,低温年 (1993年 )

では高く,高温年 (1994年 )で はそれより明らかに低い

(表 3)。 玄米に含まれるビタミン類はコシヒカリや日本晴

と大差ないものの,無機成分のカルシウムやカリウム等は

それらより多く含んでいる (表 4)。

6 栽培上の留意点

朝紫は,そ の特性と配布先の試験結果からみて,東北中

南部の平坦地に適するとみられるが,葉いもちには強いも

のの穂いもち抵抗性及び耐冷性は弱いので,冷害の発生 し

やすい地帯での栽培は避け,ま た穂いもちの防除に留意す

る必要がある。玄米は紫黒色であり,一般米に混入すると

その評価を著しく下げる恐れがあるので,注意が必要であ

る。機械的混入を避けるため,乾燥機や籾摺機などを通常

の品種と別にすることが望ましい。本品種を栽培した圃場

に翌年一般品種を栽培する場合には,こ ばれ種の発芽・生

育に注意 し,適宜抜き取る。遺伝的拡散を防ぐため,採種

圃付近では栽培 しないほか,同一出穂期の品種は隣接 して

栽培しないようにする。

表3 色素含量及び色調 彿能質米プロジェクト研究 :

北陸農試・ 品質評価研究室)

朝紫(1994)388195397280409653 186103
コシヒカリ 0154121716746438390131045
注 色素含量 :色素溶出量 *希釈倍数 *520nm吸 光度

/玄米粉 lg

アン トシアン

2 015
1 50上農黒嬬

* 
紫黒 030 008 21   917  321 207 195 298

稀珍黒米  紫黒 051 006 13  690  367 163 130 335
コンヒカリ 自 04300519 499 30912393 218
日 本 晴  自 039005 16  561  28711690 230
注 1994年 つくば産米 (*は 1993年上海産米),日 本食品センターで分析

品種系統名 粒色 Bl
ビタ ミン

037  007   1 9 ３５

‐６

３６

２７

０８

218
303      006
215    <(004
2 24    <(004

２

■

一

品種系統名 色素  玄 米 粒
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